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　                   平成２３年３月期第2四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ

  　 　当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年5月14日付当社「平成22年3月期決算短信」にて発表いたしました平成23年3月期（平

   　成22年4月1日～平成23年3月31日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

　　　　　　　　　　記

 　　１．業績予想の修正

 　　　①平成23年3月期第2四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） （単位：百万円）

1株当たり

四半期純利益

 前  回  予  想 （Ａ） 18,745 665 760 285 31円80銭

 今  回  修  正 （Ｂ） 19,000 960 1,110 435 48円60銭

 増  減  額 （Ｂ－Ａ） 255 295 350 150

 増      減      率 1.4% 44.4% 46.1% 52.6%

　（ご参考）

前期第2四半期実績

（平成22年3月期第2四半期）

 　　　②平成23年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） （単位：百万円）

1株当たり

四半期純利益

 前  回  予  想 （Ａ） 755 69 180 83 9円26銭

 今  回  修  正 （Ｂ） 755 85 225 120 13円41銭

 増  減  額 （Ｂ－Ａ） 0 16 45 37

 増      減      率 0.0% 23.2% 25.0% 44.6%

　（ご参考）

前期第2四半期実績

（平成22年3月期第2四半期）

16円83銭

四半期純利益

756 66 210 151

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

75円08銭

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益

19,129 1,089 1,202 677



　　　２. 修正の理由

 　　　①平成23年3月期第2四半期累計期間連結業績予想（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

　　　（1）  売上高については、ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ事業・建設不動産事業は、前回予想を上回る見込ですが、ﾚﾝﾀﾙｹﾞｰﾑ事業は、前回予想を下回る

    　見込であり、全体として前回予想を上回る見込です。ｶｰ用品事業は、概ね前回予想通りの見込です。

　  　前回予想を上回る要因は、ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ事業では、新店の売上好調、建設不動産事業では、不動産売上の好調によるものです。

　  　ﾚﾝﾀﾙｹﾞｰﾑ事業が、前回予想を下回る要因は、ヒット商品不足と競合激化によるものです。ｶｰ用品事業は、前年の反動で、ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ

　　　（特にﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ）・ETCは不振でしたが、ﾀｲﾔ・ﾊﾞｯﾃﾘｰ・ﾋﾟｯﾄｻｰﾋﾞｽが好調で、概ね前回予想通りでした。

　　　（2）  営業利益については、上記売上高同様、ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ事業・建設不動産事業は前回予想を上回る見込であり、ｶｰ用品事業も販管費

   　 の予想比減により前回予想を上回る見込みです。ﾚﾝﾀﾙｹﾞｰﾑ事業は、前回予想を下回る見込ですが、全体として前回予想を上回る見

　　 込です。特にﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ事業は、売上増に加えて、売上利益率の向上・売上高販管費比率の低下を予想以上に実現出来たことから大幅

　 　な増加となり、全体として、大幅な営業利益の予想比増加を確保出来る見込です。

　　　（3）  経常利益については、上記営業利益同様、ｶｰ用品事業・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ事業・建設不動産事業は前回予想を上回る見込ですが、ﾚﾝﾀﾙ

   　ｹﾞｰﾑ事業は、前回予想を下回る見込であり、全体として前回予想を上回る見込です。経常利益の予想比大幅増加は、上記ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ事

   　業の好調によるものです。

　　　（4）  当期純利益については、上記経常利益同様、ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ事業・建設不動産事業は前回予想を上回る見込ですが、ｶｰ用品事業・ﾚﾝ

  　 ﾀﾙｹﾞｰﾑ事業は、前回予想を下回る見込であり、全体として前回予想を上回る見込です。当期純利益の予想比大幅増加は、上記ﾌﾞﾗｲ

   　ﾀﾞﾙ事業の好調によるものです。尚、ｶｰ用品事業の前回予想比減は、下期に予想していたﾘﾛｹｰｼｮﾝ店舗の店舗閉鎖損等の特別損失

　　計上によるものです。

 　　　②平成23年3月期第2四半期累計期間個別業績予想（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

　　　（1）  売上高については、前回予想通りとなる見込です。

　　　（2）  営業利益については、販管費が前回予想を下回る見込で、前回予想を上回る見込みです。

　　　（3）  経常利益については、上記営業利益の増加要因に加えて、連結子会社からの配当金を前回予想よりも増やしたため、前回予想

   　を上回る見込です。

　　　（4）  当期純利益については、上記経常利益の増加により、前回予想を上回る見込です。

　　　３.通期業績予想

　　　通期業績予想につきましては、連結・個別共、現在作業中であり、現時点では、変更は行ないません。今後、業績修正が必要になった

　　場合には、速やかに公表いたします。

　　　なお、平成23年3月期第2四半期累計期間決算発表は、11月5日に予定しております。

※　上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な重要な

　　 要因により当該予想値と異なる結果となる可能性があります。

    　　 以  　　上


